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FOMCを受けての日米株式・リート市場
しばらくは追加利上げの有無を探る展開が続こう

1/1

2023年6月15日

政策金利は久々に据え置かれたが、利上げへの警戒感は残る

FRB（米国連邦準備制度理事会）は6月13-14日（現地）に開催したFOMC（米国連邦公開市場委員会）

で、政策金利であるFF（フェデラル・ファンド）金利の誘導目標レンジを市場予想通り5.00～5.25％で

維持しました。政策金利の据え置きは2022年1月以来です。

米国株式市場はFOMCの結果を受けて一旦下落しましたが、その後反発し、主要指数は前日比まちまち

で取引を終えました。FOMC参加者の政策金利見通しが引き上げられた点が警戒されたものの、パウエル

FRB議長の会見内容が大幅な追加利上げを強く意識させるものではなかったことなどが、そのような株式

市場の動きにつながったと推測されます。今後の米国株は、物価や雇用の指標を見極めながら利上げの有

無を探りつつ、戻りを試す展開となりそうです。日本株は、おおむね想定内だったFOMCの結果を受け、

足元の日本株独自要因を評価する動きがまだしばらく継続しそうです。

米国リートもFOMC結果発表後は、一旦下落の後、反発しました。株式に比べると追加利上げの可能性

がより警戒されたとみられるものの、債券市場が比較的落ち着いた動きだったことが安心感をもたらした

ようです。今後も利上げの可能性が意識されやすいと思われますが、債券利回りが大きく上昇しない限り、

底堅さは維持されるでしょう。国内リートは、FOMCの影響は軽微とみられ、日銀の金融緩和路線維持や、

足元大きく上昇した株式との相対的な割安感などを評価する展開になると考えられます。
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